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ご挨拶 COCプラス推進監 玉真之介 

みなさま、COC+も 4年目を迎えています。来年度が最終年度です。そこまでに県内就職率を事業開始年から 10％

向上するのが目標です。これは達成が難しいかもしれません。しかし、この 4年間の取組の中で、3つの重要な成

果が生まれてきています。1つは、県内高等教育機関の連携です。6つの大学・高専が協力して集中講義「徳島の

魅力、徳島で働く」を開講しました。これはかつてなかった高等教育機関の連携です。2つ目は、地域人材の育成

を目的とした産官学の連携です。そして、3つ目が地域創生に資する新しいインターンシップの開発です。インタ

ーンに取り組む学生の能力開発はもちろん、受入企業の経営革新にも貢献する実践力養成型のインターンシップ

は、今後の地方創生を考えていく上できわめて画期的な取組と言えます。この 3 点を COC+のレガシィとして事業

終了後もしっかりと継続していく体制を創ることが最重要な課題です。 
 

平成 30年度事業の概要／コンソーシアム構想について 

 挨拶でも述べたように、COC+補助事業の終了後も、

実践力養成型（寺子屋式）インターンシップをはじめ

として、地域人材育成のための事業を継続していく

ための恒常的な組織を創ることが課題となっていま

す。この課題に応えるために構想しているのが「地方

創生産官学コンソーシアムとくしま（仮称）」です。

このコンソーシアムは、組織的には県内の民間企業

や経済団体、徳島県、そして高等教育機関で構成して

いる COC+推進のための「とくしま元気印イノベーシ

ョン人材育成協議会を引き継ぐものです。ただし、重

要な特徴は、組織的には会員制として、事業運営費の

一部を会費負担によってまかなう点です。このため

には、参加いただく民間企業や経済団体に地方創生

につながる人材育成という趣旨の理解のみならず、

会員となるメリットが必要となってきます。その意

味でも、現在は徳島大学だけで行っている実践力養

成型インターンシップを県内高等教育機関の学生にも広げ、このコンソーシアムがインターンシップ推進協議会

の役割も担うことによって、学生の能力向上のみならず、地元企業の経営革新につながる事業として行くことが

重要と考えています。そうしたコンソーシアムの趣旨と事業内容を伝えて、事業終了年度に向けて準備を進めて

います。 
    
 



会議の報告 
 
平成 30年 4月 25日  協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

平成 30年 5月 14日  とくしま元気印イノベーション人材育成協議会 

平成 30年 5月 23日  協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

平成 30年 7月 4日   協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

平成 30年７月 17 日  徳島大学 COCプラス推進本部執行会議 

平成 30年 7月 18日  徳島大学 COCプラス推進機構会議 

平成 30年 8月 1日   協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

平成 30年 8月 7日   コンソーシアムプロジェクトチーム会議 

平成 30年 8月 29日  平成 29年度事業外部評価委員会 

平成 30年 9月 13日  コンソーシアムプロジェクトチーム会議 

平成 30年 9月 26日  教育プログラム開発委員会及び協働事業に関するワーキンググループ兼 

参加校協働事業実施委員会 

平成 30年 10月 31日 協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

平成 30年 11月 28日 協働事業に関するワーキンググループ兼参加校協働事業実施委員会 

【四国大学】創業支援事業の取り組み 

【とくしまサイコー塾】 

将来的な「起業」という選択肢や、起業家の考え方、

生き方を知っていただくことを目的とした起業家講演

とワークショップを組み合わせたセミナーです。 

実施分では「ＩＴ、スポーツビジネス、食品開発、藍

染め」など様々なテーマで定例会を開催しました。 

毎月第二木曜日 18 時 30 分から会場を 3 大学（徳島

大学、徳島文理大学、四国大学）で持ち回り開催してい

ます。 

 

【社長のかばんもち】 

座学では知識を得ることが困難な「経営者の仕事」に

ついて、実際に社長に３～１０日間の期間中つきっき

りの状況で経営や経営者の仕事のイメージをより深め

ていただきます。今期 12名の学生がかばんもちを実施

し、報告会を開催しました。 

 

【とくしま学生ビジネスプラン道場】 

自分で生み出したアイデアを事業計画に拡げ、人に伝

えるプレゼンテーションまでを学びながら競い合う、

県内学生を対象にしたビジネスプランコンテストで

す。 今年度は 217名（105プラン）の応募があり、平

成 31年 1月 27日（日）に最終審査会が行われます。 

 

【チャレンジショップ】 

商売における全てを学生が実践するプログラムであ

り、学生自身が実際にコストを背負い、仕入れや必要

資材の調達、広報や販売までを行うプログラムです。 

今年度は 6月の一カ月間、46 名の学生が 5チームに

分かれ、東新町商店街内店舗にてチャレンジショップ

を実施しました。 

 

 

 

 
 

＜四国大学 COC＋事業へのお問い合わせ＞ 

TEL：088-665-9953   E-Mail：sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp  （COC＋担当：岩野、吉田）  

mailto:sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp


 

【徳島大学】実践力養成型（寺子屋式）インターンシップの取り組み 
 
徳島大学では、教育カリキュラム改革の 1 つとして、寺子屋式インターンシ

ップの開発を進めています。寺子屋式インターンシップとは、受入団体側には

メンターを、大学側にはドン（学内メンター）を配置し、相互が密に連絡を取

り合い、事前学習から事後の振り返りまで「課題・レポート・ディスカッショ

ン」を繰り返す「寺子屋式指導法」を取り入れた少人数制の企業の経営課題か

ら抽出したプロジェクトに学生、受入企業・団体がチームになって取り組む課

題解決型インターンシップです。 

現在、16の企業・団体のプロジェクトに学生 45名が挑戦しており、各プロジ

ェクトに１名ずつ教職員をメンターとして、取り組みを行っています。また、

昨年、一昨年の当該インターンシップ修了生の有志によって立ち上げられた、

インターンシップの取り組みをサポートするチーム、IPPOo（Internship Project 

Perform Outwork Operation）９名が各プロジェクトの推進をそれぞれの経験を

活かして補助的な役割を担っています。 

6月に行った 3回の事前研修を経て、プロジェクトが本格始動しました。 

そして、本事業の中間時期において、施行中のプロジェクトの現状把握と今

後の進め方について再調整を図る機会として、また、自プロジェクト以外の他

のプロジェクトの学生や企業との交流の場を設けることにより、今後のプロジ

ェクトの完遂に向けた創意工夫などのヒントを得、かつ具体的な修正案や、プ

ロジェクトを進めていく上での課題等の解決策を策定できる場として、平成 30

年 10月 6日（土）に中間報告会を開催しました。本会は、IPPOo及び平成 28年

度、29年度のインターンシップ修了生計 14名が運営し、受入団体、インターン

生、ドン、学内関係者など計 94 名が参加しました。 

本会は 3 部構成で開催を行いました。第 1 部、第 2 部では、各プロジェクト

の進捗状況をポスターセッション形式で発表し、他のプロジェクト参加者と意

見交換を行いました。第 3 部では、意見交換で得た意見をもとに、プロジェク

トチームごとに今後の取り組みについて策定し、発表を行いました。 

参加した学生や企業からは「他プロジェクトの進捗や、様々なケースでの改

善案を知ることができ大変参考になった。」や「現在の状況について客観的な視

点でとらえる事ができ、今後の動き方も明確になったように思う。」などの感想

がありました。現在、インターン生たちはプロジェクトの達成に向けて邁進して

います。成果報告会は平成 31年 1月 12日（土）を予定しております。 

 

【取り組みの様子】 

それぞれのプロジェクトで現地調査や成果報告会等が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、本事業にて実施するインターンシップは来年度が最終年度となっております。事業の内容や、参画に

関するお問い合わせは、ニュースレター最終ページに記載している、徳島大学 COCプラス推進本部事務局まで

お気軽にお問い合わせください。また、本事業の取り組みに関する報告は平成 31年 2月 22日（金）の FD地

域人材育成フェスタでも行います。 

 

 

 

 

ポスター発表の様子 

ポ 表 様  

司会を務める IPPOoメンバー 

ワークショップの様子 

社内成果報告会の様子 テストプロモーションの様子 最終報告会の事前説明会を行う

IPPOoメンバー 

【中間報告会の様子】 



【協働】共同授業「徳島の魅力、徳島で働く」の報告 
 
平成 30年 8 月 20日～23日、参加校で連携して開催する共同授業「徳島の魅力、徳島で働く」が開催されまし

た。「徳島県の将来ビジョン」と「徳島県で働く・暮らす」の 2つの観点を学生に伝えることを目的とし、地域の

様々な分野で活躍する企業や NPO、行政などのリーダーを講師に迎えて、地域社会の将来ビジョンをご講演いただ

くと共に、地元で活躍する若手 OB,OG から自らのワークライフバランスや仕事のやりがいを語ってもらうプログ

ラムを実施しました。 

本講座は、複数の参加校の学生が正課の授業として導入しています。また、今回はメイン会場での講義を映像で

サテライト会場である徳島県立海部高等学校、徳島県西部総合県民局に配信し、複数人の高校生も受講しました。

徳島大学、四国大学、四国大学短期大学部、徳島文理大学、徳島工業短期大学、阿南工業高等専門学校が連携し

て、4日間の授業を行い、のべ 706名が受講しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【協働】「徳島の魅力、徳島で働く～徳島で輝く産業を知る～」の報告 

平成 30年 12月 15日に徳島大学共通講義棟創成学習スタジオにて、県内大学、高専、高校の学生・保護者を対

象に「徳島の魅力、徳島で働く～徳島で輝く産業を知る～」を実施しました。徳島の未来を創造する①次世代技

術、②地域医療・福祉、③6次産業化、④地域づくり・観光・ICTの各分野において、創造的、革新的な経営をさ

れているリーダーたちの講演や、インターンシップ経験者によるレポート、個別企業相談会を通して、多くの人が

実は知らない県内企業の今後の産業動向や将来ビジョン、魅力を伝えました。詳細については次号ニュースレタ

ーでご報告します。 

今後の予定事業 
 
【徳島大学】実践力養成型（寺子屋式）インターンシップ最終報告会（平成 31 年 1 月 12 日／徳島大学共通講義

棟創成学習スタジオ、6階フロアほか） 

 現在、徳島大学生 45 名が企業等 16 の団体で、組織の課題解決に取り組むプロジェクト型のインターンシップ

に取り組んでいます。プロジェクトを終えた学生の成果報告会を実施します。また、 

【四国大学】「とくしまビジネスプラン道場」最終審査会（平成 31年 1月 27日／ホテルグランドパレス徳島） 

 現在、四国大学でビジネスプランコンテスト「とくしま学生ビジネスプラン道場」を進めています。その最終審

査会を実施します。最終審査には、二次審査を通過した６チームが挑みます。 

【協働】FD 地域人材育成フェスタ（平成 31年 2月 22日／徳島グランヴィリオホテル） 

 平成 30年度の COC+事業で得られた成果と、事業を進める中で明らかになった教育上の課題を、県内外の高等教

育機関、自治体、企業、NPO 等の間で共有するためのシンポジウムを開催します。 

事務局だより 
 
 コンソーシアム設立に向け、玉推進監が先行事例調査としまして「九州インターンシップ推進

協議会」の視察に行って参りました。事業最終年度に向けて、準備を進めて参ります。 

このニュースレターを読まれて興味を持たれた方は、ぜひお気軽に常三島キャンパスの地域創

生・国際交流会館 3階の事務所にお越しださい。お待ちしております。 

   

 

 

 

 
  

 

徳島大学 COC プラス推進本部事務局 (研究・社会連携部地域創生課内) 

徳島市南常三島町１丁目１番地(地域創生・国際交流会館 3F) 

電話:088-656-9885 FAX:088-656-9880 

e-mail:coc-plus@tokushima-u.ac.jp 
 

   

学生からの質問に答える 

飯泉徳島県知事 
パネルディスカッションの様子 サテライト会場の様子 

（海部高校） 

 



 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


